


・⼾建住宅向けの販売／⼯事が好調

・大型物件事業のタイル⼯事や官公庁向けの空調設備⼯事が順調に推移



粗利益率の増加が⼀番のポイント
→ ミス（施⼯ミス・積算ミス・発注ミス）の削減により

粗利益率1.2ポイント増加



※システムの変更により、販売と⼯事の分類を明確に⾏うように変更したため前期と⽐べ増
減⾦額に差異が発⽣しています。

（例）
従来は⼀つの現場に⼯事と納材（販売）が混在していた場合は⼯事として集計
変更後は、⼯事と販売を分けて集計



空調衛⽣設備⼯事を手がける、温調技研が好調
→ ビルリニューアル等の受注状況が好調で利益率も⾼い



サイディング（サイディングプレカット）
→ 売上の進捗率はまだ低いが、プレカットの利⽤によって粗利益率が向上

木質建材
→ ⼀部メーカーのシステムトラブルに伴う出荷停止（1ヶ月以上）によ

り影響を受けた

サッシ
→ 売上は低迷ぎみだが、納品から⼯事までを⼀貫して⾏うことで、当社

のサッシを取扱っていただける、お客様が順調に増加

ブランド事業
マリスト・・・利益率の⾼い事業で、順調に進捗
アルティス・・・オーダーシステムバスルームの売上強化を施策中

ＺＥＨ／ゼロエネ／認定住宅
国の定める基準に準拠するためには⾼い技術⼒が必要
→ 2020年 省エネ住宅基準義務化が⾒送りとなった。

新規顧客開拓
継続して⾏っており、目標⾦額についても質の⾼い営業が展開できている



リフォーム⼯事の市場において消費税増税の影響による⼀定の駆け込み需要があ
ることが⾒込まれる。（現状予想値には含めていない）





ＺＥＨ仕様に対応するための商品の取り扱いを始めました。
流通だけでなく、施⼯も実施。

都内の狭⼩地には向かない商材・・・神奈川・埼⽟・千葉などで取組み。














